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写真 1 水田脇の川で捕獲した 
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写真 5 トランシット 写真 6 測量の様子① 写真 7 測量の様子② 
1 図 1 QGIS により作成した地図 
 この地図を作成したことにより、増川地区の土地の概要を掴むことが出来、さらに今
後の水田ビオトープ及び、農業活動を進めていく上での土地利用の在り方をより具体的
に示すことが出来た。今後はこの地図に従い、さらに活動を進めていきたい。 
 
研究結果と今後の課題 
 今回、増川地区の現地調査を行ったことで中間山地における耕作放棄地問題を肌に感
じることができた。現地作業ではまず、水田ビオトープとなりうる土地を見つけ出し、
刈り払い機やトラクターを用いて整地を行った。斜面では足場の悪さやバラが生えてい
たり、木が生えていたりと作業が難航したが、安全かつ農業機械を扱う上での基礎的な
技術や知識を習得することが出来た。次に測量機器（トランシット）を用いて土地の高
低差を測量した。この測量から水田ビオトープの水管理の指針を導き、GIS を用いた地
図の作成を行った。この地図は土地の概要を掴むことや水田ビオトープ及び、農業活動
を進めていく上での土地活用の在り方をより具体的に示すことが出来た。今後の活動で
はこの地図を用いて中山間地の耕作放棄地を少しでも減少させたい。 
  
 本来の予定では新潟県佐渡島に訪問し、トキの繁殖に成功している現場を見て、どの
ような環境づくりが生物にとってより住みやすいのかを学ぶ予定であった。しかしなが
ら、新型肺炎の影響により自粛を余儀なくされたため、旅行に当てる予定だった費用を
水を汲み上げるためのポンプの購入費に当てた。 
 今後は、そのポンプを用いて川からくみ上げた水を各水田に配水し、前述した水田ビ
オトープづくりやジュンサイ栽培に利用し、農業の多面的機能である生物多様性保全機
能の定量的証明研究を進めたいと考えている。 
 
 今回の自主研究では主に環境づくりの初歩的な部分を行い、計画を立てることが出来
た。今後の活動では今回の自主研究より得た技術や情報を活かして、活動できればと思
う。さらに、今回いけなかった佐渡島やその他の生物環境の保全に取り組んでいる土地
を訪問し、自分たちの研究に活かせられるようにしたい。 
 
